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要 旨
目的：本研究の目的は、育児をしている母親の孤独感の実態とその要因を明らかにし、母親への

支援のあり方を提案することである。
方法：乳児を持つ母親444名に無記名自記式質問紙調査を行い、留置き法又は郵送法で回収した。

調査期間は、2019年５月から９月であった。
結果：回収数180部（回収率40.5％、有効回答95.6％）であった。乳児を持つ母親の孤独感尺度得

点は平均33.4±9.2点であり、専業主婦は兼業主婦より有意に（p<0.05）高かった。孤独感
尺度得点は、育児不安（p<0.01）、相談相手の有無（p<0.001）、ママ友達（p<0.001）や友人
（p<0.001）などのソーシャルサポートが関連した。

結論：乳児を持つ母親の孤独感は、母親のママ友達からの支援の少なさや育児不安、および相談
相手の欠如が関連した。乳児を持つ母親の孤独感を軽減するために、彼らは、特にママ友
達によるピアサポートや社会とつながりが持てる支援が必要である。

キーワード：母親、孤独感、ママ友達、育児不安、サポート体制

Abstract

Purpose: The purpose of this study is to reveal the actual conditions of and factors related to loneliness

among mothers raising infants to produce suggestions on how to provide support for mothers.

The purpose of this study is to reveal the actual conditions of and factors related to loneliness among

mothers raising infants to produce suggestions on how to provide support for mothers.

Method: A self-completed questionnaire survey was conducted on 444 mothers with infants. The

questionnaire was collected either by collection box or via post. The survey period was from May 2019 to

September 2019.

Results: Responses were obtained from 180 mothers (collection rate 40.5%. valid response 95.6%). The

average loneliness score for mothers with infants was 33.4 ± 9.2. The scores were significantly (p<0.05)

higher among full-time housewives than they were for working mothers. The loneliness scale scores were

related to childcare anxiety scores (p<0.01). the availability of a confidante (p<0.001). as well as having
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【緒 言】

わが国の母子を取り巻く状況として、少子
化の進行や核家族化、育児の孤立化が指摘さ
れている（健やか親子21（第２次））。これに
伴う地域社会のつながりの希薄化等の影響に
より、ひとりだけで育児をする様子を表す“孤
育て”という言葉が生まれているが、子ども
の健やかな成長を見守り、子育てをする親を
孤立させない支援が求められている。
先行研究1）では、産後１か月の母親の約
60％が「人との付き合いがない」と回答し、
産後３か月では約70％に増加している。この
ことから、乳幼児を持つ母親たちは一日のほ
とんどを児と過ごすなどして、社会から切り
離された孤独な状況にあると考えられた。
工藤ら2）は、「孤独感は、欲求レベルと充

足レベルの食い違いから起こる不快なかつ主
観的な経験である。」とし、「社会的孤立や独
居が孤独感を生み出すとすれば、それは当事
者に強い社会的接触の欲求が存在する場合で
あるといえる。」と述べている。また、先行研
究3）では、子どもの誕生に伴い母親の社会関
係は変化し、夫や実母、友人からのソーシャ
ルサポートが低いほど孤独感が強かった。塩
川ら4）や秋葉ら5）は、乳幼児を持つ母親たち
の抱く孤独感はソーシャル・サポートに大き
く左右されると述べている。このことから、
母親が育児をサポートする者や精神的なより
どころを希求しているにもかかわらず、母親
がひとりで育児の中心的役割を担うことで彼
女らが深刻な孤独感を抱くことは想像に難く

ない。広沢6）は、孤独という経験は不安、抑
うつ、劣等感などの苦悩を与えると述べてい
る。よって、育児の孤立化は主に母親が対象
となる問題であり、特に乳幼児を持つ母親の
孤独感の軽減を目的とした育児支援が必要と
考える。
広沢7）は、孤独の原因因子として、「第Ⅰ

因子：積極的な対人接触の欠如」、「第Ⅱ因子：
対人的疎外」、「第Ⅲ因子：機会の欠如、環境
の変化」、「第Ⅳ因子：対人恐怖」、「第Ⅴ因子：
考え方の相違・性格」の５つを挙げている。
先行研究では、産後の母親の心理状態は夫か
らの支援やソーシャル・サポートと関連8-9）

しており、孤独感の強い母親は育児不安や育
児ストレス、育児困難感を抱きやすい10-11）

としている。このように、孤独は対人関係や
個人特性などから生じると考えられる。一
方、孤独の原因因子の機会の欠如や環境の変
化として母親が暮らす居住地の影響が考えら
れる。日比野ら12）は、過疎地域の子育ての
現状として子育てに関連する思考と対処行動
の傾向を調査し、＜合同で実施されてしまう
乳児検診＞、＜地域に求めることができない
専門的な医療＞、＜医療費助成等の複雑な手
続き＞、＜遠隔地であることが育児に影響す
ること＞などの４つのカテゴリーをネガティ
ブな傾向として示した。このことから、過疎
化が深刻な地方と都市部では母親を取り巻く
社会資源やサポート体制が異なることから、
母親の孤独感に関連する要因には相違がある
と考える。しかしながら、育児中の母親の孤
独感の要因に関する研究は首都圏など都市部
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a social support network. such as mom friends (p<0.001) or other friends (p<0.001).

Conclusion: Loneliness in mothers with infants was associated with the lack of social support of mom-

friends. childcare anxiety. and the absence of a confidante. To reduce the feeling of loneliness in mothers

with infants. it is necessary for them to have peer support. mom friends in particular. and to be connected to

society.

Keywords: mother. loneliness. mom friends. childcare anxiety. support system



に在住する母親を対象としたものが多
く3）5）13）、過疎地である山間部における乳
幼児の母親を対象とした研究4）は報告から
25年間が経過していることから近年の状況を
反映しているとは言い難い。
以上より、深刻な過疎化が進行する地方に
おける子育てへの支援は、近年の少子化や核
家族化が進む我が国にとって重要な課題であ
る。そこで本研究では、地方圏に在住する乳
幼児を持つ母親を対象として孤独感とその要
因を明らかにし、母親への育児支援のあり方
を検討する。

【研究の枠組み】

１．用語の定義
・孤独感：対人関係における、精神的なより
どころとなる人や心の通じ合う人などがな
く、寂しいと思う感情14）。
・都市圏：東京圏、関西圏、名古屋圏の三大
都市圏15）

・地方圏：東京圏、関西圏、名古屋圏の三大
都市圏以外の地域
・ママ友達：子どもを通じて知り合った友
達、または母親同士

２．研究の概念枠組み
本研究の概念枠組み（要因図）を図１に示
す。先行研究による孤独の原因因子7）を参
考にして、母親の孤独が対人との接触や関係、
機会や環境、個人特性等と関係すると考えた。
また、乳幼児を持つ母親の孤独感は、母親が
希求する支援体制5）9）や対人関係10）、個人
特性12-13）が関連することから、本研究では、
地方圏に在住する乳幼児を持つ母親の孤独感
に影響する要因を「サポート体制」、「育児不
安」、「基本属性」とした。

【研究方法】

１．研究対象と方法
令和元年５～９月に、地方圏にあるＡ県内

で行われた一般乳児健診に訪れた乳児を持つ
母親に、文書を用いて研究目的を説明し、同
意を得られた母親444名に無記名自記式質問
紙を配布し、回収箱あるいは郵送法にて回収
した。

２．調査項目
本調査では、地方圏に在住する母親の孤独

感の実態及びその影響要因を探るため、対象
の（１）基本属性及び、（２）孤独感尺度を調
査項目とした。加えて、育児の（３）サポー
ト体制を明らかにするために、①主な育児支
援者、③ソーシャルサポート、③主な育児支
援者との接点の頻度を調査した。また、母親
の育児に対する心理状況を把握する目的で
（４）育児不安を調査した。
（１）基本属性
年齢、初経産、末子年齢、夫（パートナー）
の有無、職業の有無・種類、育児休暇取得
の有無、同居者、居住地（都市部、過疎地
域）、在住年数
（２）孤独感
工藤ら2）の改訂版UCLA孤独感尺度を使
用した。この尺度は20～80点の得点範囲を
とり高いほど孤独感が高いことを示す。一
般人から高齢者、乳児を持つ母親も対象と
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図１ 本研究の概念枠組み（要因図）



して使用され3）16）、α係数は0.87、折半法
による信頼性係数は0.83と、信頼性と妥当
性は確認されている。
（３）サポート体制
①主な育児支援者
育児支援者は、「夫、実父母、義父母、
友人、ママ友達、医療職（保健師や助産
師）、園の先生（保育園や幼稚園の先生）、
近所の人とその他」の中からサポートを
受けている順に３人まで選んでもらう。
②ソーシャルサポート
母親を取り巻く対人関係である本研究
における育児支援者である１）夫、２）実
父母、３）義父母、４）友人、５）ママ友
達、６）医療職（保健師や助産師）、７）園
の先生及び８）近所の人から母親が得ら
れる心理・社会的側面及び身体的な側面
における様々な支援について調査項目を
独自に作成した。これらの育児支援者に
ついてそれぞれ質問を６項目作成し、「そ
う思わない」、「あまりそう思わない」、「や
やそう思う」、「そう思う」の４件法で尋ね
た。各質問には１～４点を与え、点数が
高いほどソーシャルサポートを得られて
いることを示すこととした。なお、ソー
シャルサポートの構成は片受ら17）の尺度
を参考にして、「情報・道具」、「情緒」、「評
価」の３つに分類し、検討した。
③主な育児支援者との接点の頻度
母親が主な育児支援者と接触すること
を「接点」とし、その方法として「会って
話す」「電話」「メール」の手段を用いて関
わることとした。接点をもつ相手を、夫、
実父母、義父母、友人、ママ友達、医療職
（保健師や助産師）、園の先生（保育園や幼
稚園の先生）、近所の人とした。なお、最
近の１週間で接点を持った頻度として、
０日、１～２日、３～４日、５～６日、毎
日の５つの選択肢を任意に設けた。

（４）育児不安
吉田ら18）の育児不安尺度―４・５か月

児、および、10・11ヵ月児の母親用モデル
―の４・５ヵ月児用34項目、10・11ヵ月児
用42項目を使用した。この尺度は＜全くそ
う思わない＞＜いくらかそう思う＞＜とき
どきそう思う＞＜よくそう思う＞の４段階
評価法で評定され、１～４点を与える。点
数が高いほど育児不安があることを示す。
それぞれ同じ６因子からなっており、各因
子のα信頼性係数は４・５ヵ月児用0.68～
0.87、10・11ヵ月児用0.63～0.88であり、信
頼性は確保されている。なお、尺度の使用
について尺度作成者の許諾を得た。

３．分析方法
基本属性、孤独感、育児不安、サポート状

態について記述統計を算出した。育児不安尺
度得点は４・５か月児用と10・11ヵ月児で項
目数が異なるため100点に換算して算出した。
孤独感と因子（サポート体制、育児不安、基
本属性）の関係は、孤独感尺度得点が正規分
布であったため、Pearsonの相関係数やｔ検定
を用いて比較検討した。孤独感尺度得点への
影響要因を検討するために、孤独感尺度得点
と相関関係のあった育児不安尺度、ソーシャ
ルサポート得点を独立変数、孤独感尺度得点
を従属変数として別々に重回帰分析を行っ
た。有意水準は５％未満とし、解析にはSPSS
（Ver.24）を使用した。

４．倫理的配慮
研究参加への依頼は、研究対象者に口頭と

文書で研究の目的を説明し、質問紙は無記名
であり個人が特定できないこと、調査に参加
しない場合でも不利益を被ることはないこと
を説明し、同意を得て質問紙を配布した。本
研究は、高知大学医学部倫理委員会の承認（承
認番号31-6）を得て実施した。
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【結 果】

１．対象者の特徴
（１）基本属性
444名のうち180名から質問紙を回収した

（回収率40.5％、有効回答率95.6％）。母親
の平均年齢は32.5±4.7歳で、子どもの数は
１人が約半数で、９割近くが核家族であっ
た。有職者は約75％で、そのうち約80％が
育児休暇を取得していた。（表１）

（２）孤独感の実態
孤独感尺度得点の平均点は33.4±9.2点で
あった。

２．孤独感尺度得点と基本属性の関係
職業がある人（以下、兼業主婦）と職業が
ない人（以下、専業主婦）とで分け、孤独感
尺度得点の差をｔ検定で見ると、専業主婦の
方が兼業主婦と比較して有意（p<0.05）に高
かった（専業主婦36.3±10.4、兼業主婦32.4±
8.5）。

３．孤独感尺度とサポート体制の関係
（１）孤独感尺度得点とソーシャルサポート
得点
ソーシャルサポート得点と孤独感尺度得

点の相関をみると、実父母、ママ友達、友
人のサポート得点と孤独感尺度得点におい
てやや強い負の相関がみられた（表２）。
そこで、孤独感尺度得点を従属変数、ソー
シャルサポート得点を独立変数とし重回帰
分析を行った。その結果、孤独感尺度得点
には、ソーシャルサポート得点のママ友達
（β=－0.458.p<0.001）や友人（β=－0.313.
p<0.001）の存在の有無が影響していた。
（表３）
（２）孤独感尺度得点と育児支援者との接点
の有無
接点回数が０回である（接点なし）群と
１回以上である（接点あり）群とに分け、
それぞれ孤独感尺度得点の差をみるために
ｔ検定を行った。その結果、ママ友達、友
人、近所の人との接点の有無において孤独
感尺度得点に有意な差がみられた。（表４）

４．孤独感尺度得点と育児不安尺度の関係
育児不安、夫のサポート、育児満足、子ど
もの育てやすさ、自信のなさ、相談相手の有
無の６因子すべてにおいて孤独感尺度得点と
弱い負の相関がみられた。（表２）
そこで、孤独感尺度得点を従属変数、育児

不安尺度の６因子を独立変数とし重回帰分析
を行った。その結果、孤独感尺度得点は育児
不安得点（β=0.273.p<0.01）が、相談相手の
有無得点（β=－0.374、p<0.001）との関連を
認めた。（表３）
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表１ 母親の基本属性



【考 察】

本研究では、地方圏で暮らす乳幼児を持つ
母親の孤独感の影響要因を検討した。その結
果、母親の孤独感と関連を認めた基本属性（職
業の有無）とママ友達・友人の存在の有無お
よび相談相手の有無について以下に考察す
る。

１．乳児を持つ母親の孤独感と基本属性（職
業の有無）
乳児を持つ母親の孤独感尺度得点は、専業
主婦の方が兼業主婦より有意に高かった。都
市圏に在住する母親を対象とした先行研
究3）では職業の有無で孤独感に差がなかっ
た。本調査結果から、地方圏における何らか
の社会環境因子が専業主婦の孤独感に影響し
ているのではないかと考える。例えば、地方
圏の交通の便は都市圏に比べて交通機関が充
実していないため母親は気軽に外出する手段
が少なく、支援センターなどの施設までの距
離が遠いことが考えられる。また、地方圏は
都市圏に比較し出生数も少なく、同世代の子
を持つ母親が近隣に少ないことが推察され
る。このように、地方圏の専業主婦である母
親たちは地理的条件や近隣に同世代の子を持
つ母親が少ないことなどから孤立しやすく、
都市圏にはみられなかった孤独感があると考
えられる。
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表２ 孤独感尺度得点と基本属性、ソーシャル
サポート得点、育児不安尺度との相関

表３ 母親の孤独感に対するソーシャルサポート得
点、育児不安尺度の重回帰分析の結果

表４ 孤独感尺度得点と育児支援者との接点
の有無



２．乳児を持つ母親の孤独感に影響する要因
本研究では、地方圏で暮らす乳幼児を持つ
母親の孤独感の影響要因を検討するため、重
回帰分析を用いて、孤独感尺度得点を従属変
数としてソーシャルサポート及び育児不安を
それぞれ独立変数として分析を行った。その
結果から、母親の孤独感と関連を認めたママ
友達や友人の存在の有無および相談相手の有
無について考察する。
本調査の結果、育児不安や相談相手の有無
は母親の孤独感に影響した。また、乳児を持
つ母親の孤独感はママ友達や友人のソーシャ
ルサポートが影響しており、特にママ友達の
存在の影響が強かった（表３）。馬場ら3）は、
ママ友達および友人がいない者ほど孤独感が
強く、ママ友達がいる者はママ友達および友
人と会う頻度が少ないほど孤独感が強いと述
べている。このことからも、母親にとってマ
マ友達は、「孤独や不安を感じているのは自
分だけではないことを気づかせてくれる存
在」であり、「子育てや日常生活、女性として
の自己実現など様々な体験や思いを共感でき
る存在」であると考える。
本研究では、分析対象者のうち43.6％の母
親がママ友達との接点がなかった（表４）。
また、ママ友達や友人との接点がない母親は
接点がある母親と比較して有意に孤独感が強
かった。一方、全国調査19）では、「子どもを
通して自分の友人が増えた」と答えた母親は
27.7％であった。このことからママ友達を作
ることは母親にとって容易ではないことが考
えられる。この背景として、近年の少子化の
影響によって育児中の母親たちは共通点の多
い人が周囲にあまりいないことが考えられ
た。ママ友達は友人とは違い、自分と似た境
遇に置かれ、育児体験の共感ができ、それに
より自分だけではないという安心感を得られ
る存在であり20）、母親にとって心のよりど
ころとなる存在である。このことから母親は

不安や心配事が生じた際に相談相手を求め、
話を聞いてもらえる存在に救われており21）、
相談相手がいないことは孤独感を高める要因
になると考えられる。
馬場ら3）は、「母親の孤独感の予防・軽減

には、ママ友達や友人の有無、実父母、ママ
友達・友人との関係、対人態度、母親意識等
をアセスメントし、その上で、母親役割の肯
定感が高められるような介入や、ママ友達・
友人と直接会う機会および実父母・ママ友
達・友人からソーシャルサポートを得られる
ような働きかけを行うことが重要である」と
述べている。健やか親子21（第２次）では思
春期の健康教育分野においてピアサポートの
推進が取り上げられており22）、ピアによる
支援が注目されている。同年代や似たような
境遇の仲間による支援は身近に感じることが
でき、批判されない環境により親近感や安心
感をもたらす23）。本調査結果から、母親に
とってママ友達によるピアサポートが育児中
の母親に必要であり、ピアで支え合うことで
母親同士の仲間意識が生まれ、孤独感の軽減
に繋がると考えられた。母親の育児不安は社
会からの孤立感に起因する9）とした報告も
あることから、乳児を育てる母親が気軽に家
庭外の活動に参加し24）、社会とのつながり
が持てるよう支援する必要がある。

３．研究の限界
本研究は、地方圏のなかでもＡ県内の調査

に限られており、かつ都市部に在住する母親
が多かった。一般化するためには調査地域を
広げ、分析対象者数を増やす必要があると考
える。また、地方圏の特性として、日常生活
での交通手段や、自宅周辺の公共施設の状況、
育児支援サービスの利用状況などの情報も含
めて分析を深める必要があると考えられるた
め、今後の課題としたい。
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【結 論】

１．乳児を持つ母親の孤独感は専業主婦の方
が兼業主婦より高い。
２．乳児を持つ母親の孤独感は、母親のママ
友達からの支援の少なさや育児不安、およ
び相談相手の欠如が関連した。
３．乳児を持つ母親の孤独感を軽減するため
に、特にママ友達によるピアサポートや社
会とつながりが持てる支援が必要である。
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